
厚木市健全化判断比率の修正について（概要） 

 

【１.概要】 

令和３年度から令和６年度までの決算に基づく厚木市健全化判断比率（将来負担

比率）の算定に誤りがあることが判明しました。 

そのため、監査委員の意見を付し、令和８年厚木市議会第５回会議（９月定例会

議）において、修正の報告を行いました。 

今後につきましては、再発防止に向け、適切な対策を講じてまいります。 

なお、再算定による決算への影響はありません。 

 

≪参考：将来負担比率について≫ 

市債の現在高や債務負担を含め、現時点で想定される将来の負担を指標化したも

ので、将来、財政を圧迫する可能性について示すものです。 

この比率が高まるほど、将来において支払う負担額が大きく、今後の財政運営が

圧迫されることを示します。 

 

 

 

 

 

 

【２.原因】 

将来負担比率の算定基礎となる退職手当支給見込額の算定において、フルタイム

会計年度任用職員のうち退職手当支給対象者の給料月額及び勤続年数の算定と、教

育長の退職手当に係る勤続年数の算定が過大となっていたことによるものです。 

 

【３.将来負担比率 再算定の結果】 

決算年度 修正前 修正後 

Ｒ３ 42.0％ 41.9％ 

Ｒ４ 44.6％ 44.5％ 

Ｒ５ 56.2％ 56.0％ 

Ｒ６ 76.1％ 75.9％ 

 

【４.再発防止について】 

 複数職員によるチェックを徹底し、再発を防止してまいります。 


